
                

（財）名古屋産業科学研究所 
Nagoya Industrial Science Research Institute 

産業科学フォーラム 

 

日 時 ： 平成２３年３月２２日（火）１４時から 

場 所 ： 名大 ＶＢＬ棟（４階）セミナー室 

 

講演者 ：大宮 邦雄 上席研究員（元三重大学教授） 

 

テーマ ：ヒトに役立つ微生物、ヒトを困らす微生物 

 

 

人間ドックにおける超音波診断，原子力・火力発電所機器，鉄鋼・コンクリー

ト橋梁，自動車部品などの内部異常部の検査／診断に超音波が広く用いられて

いる．従来の音響インピーダンス差を利用する方法により検査・評価が困難な，

異質材料接合部の不完全部の検出に有効な非線形超音波法(高調波)，サイドバン

ド法など新しい超音波診断・評価法，特に，異常部の可視化について紹介する．

また薄肉小物自動車部品の超音波非破壊評価・検査の最近の動向についても紹 

 

＊参加いただける方は，事前に下記まで連絡願います． 

財団法人 名古屋産業科学研究所 

研究部 E-mail: dor@nisri.jp 

 

 

 

 

会場へのアクセス 

地下鉄名城線 名古屋大学 

３番出口 徒歩３分 

http://www.nagoya-u.ac.jp/global-info/a

ccess-map/higashiyama/ 

地球誕生の 10 億年後の今から 35 億年前に生命が発生した証がシアノバクテリアの化石と

してオーストラリアで発見されている。この生命誕生以来、生物は環境に適応して進化を

続け、200 万種弱の生物多様性を生み出している。これらが生物として分類される根拠に

は、細胞が自己増殖能を持つ点にある。しかし、この定義にこだわると、ウイロイドやウ

イルスは、生物の範疇から外れる。そこで、増殖暗号を持つ DNA や RNA を持つ物をすべ

て生物としてここでは紹介する。具体的には、ウイロイド、ウイルス、バクテリア、放線

菌、カビを取り上げて、生命体としての人間との関わり、食生活や農業との関わり、食物

連鎖や地球環境との関わりから、有用性と有害性を俯瞰する。 
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